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３校合同引渡し訓練、ご協力ありがとうございました 

６月１８日（水）、午前中には地震を想定した避難訓練、午後からは引渡し訓練を行いました。 

地震を想定した避難訓練では、児童だけではなく、教職員も臨機応変に動けるようにと、当初の予定（校

庭への避難）を急遽変更し、体育館への避難としてみました。どの学年も「お・は・し・も」の約束をしっかり守

り、安全に避難することができました。 

午後からは、初の試みとして、東向陽台小学校・東向陽台 

中学校と三校合同での引渡し訓練を行いました。急な暑さ 

に見舞われたため、体育館での引渡し実施となりましたが、大きな混乱もなく、ほぼ予定どおりの時程で完了

することができました。保護者の皆様には、暑い中ご協力をいただき、本当にありがとうございました。 

今回の３校合同引渡し訓練では、小学校が先に引渡す形を取りました。実際に災害が発生した場合は、ど

う動くべきなのか、３校での反省を踏まえ、改善を図っていきたいと思います。また、引渡し場所についても、今

回は体育館でしたが、校庭や教室等、いろいろな場所を想定して訓練を実施していけるよう、計画していきた

いと思います。 
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水泳学習、始まりました！ 

  梅雨の晴れ間をぬって、６月２３日（月）から水泳学習が始まりました。トップバッターは１年生！少し曇り空

でしたが、水温も気温も最適な状況で、気持ちよく入ることができました。翌２４日（火）には３年生と５年生が

入りました。水泳学習は、夏休み前までに終了する予定です。暑過ぎても入水不可（暑さ指数３１以上、また

は、水温と気温を足して６５以上）となるので、何とか適温の日が続いて、他の学年も入水できればと思って

います。ご家庭でも、食事や睡眠をしっかりと取り、体調を整えて入水できるよう、お声掛けください。 
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《１年生の様子》 
《５年生の様子》 
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7 月  1 日 火 安全点検、ＳＣ来校 

7 月  2 日 水 朝会 

7月  3日 木 業間緊急避難訓練 

7月  4日 金 
学習参観 全校５校時限 

学校評議員会① 全校お弁当の日 

7月  5日 土  

7月  6日 日  

7月  7日 月 委員会④ 

7月  8日 火 ＳＣ来校 

7月  9日 水 
３年校外学習（髙橋ブルーベリー園） 

読み聞かせ（1年） 

7月 10日 木  

7月 11日 金  

7月 12日 土  

7月 13日 日  

7月 14日 月 街頭指導、クラブ③ 

7月 15日 火 ＳＣ来校 

7月 16日 水 代表委員会② たてわり活動③ 

7月 17日 木 大掃除 

7月 18日 金 
朝会、Ｂタイム４校時限 

給食なし１２：００下校 

7月 19日 土  

7月 20日 日  

7月 21日 月 海の日 夏季休業日（８月２１日まで） 

7月 22日 火 教育相談 

7月 23日 水 教育相談 

7月 24日 木 教育相談 

7月 25日 金 教育相談 

7月 26日 土  

7月 27日 日  

7月 28日 月  

7月 29日 火  

7月 30日 水  

7月 31日 木  

の行事予定 

 

 

「そうだったんだね」の一言で《子どもの反応》は激変する！

心が安定した子に育つ『親の接し方』とは？子供に“大人の

正論”は通用しない（東洋経済オンラインより） 
 

「子供から大人へのメッセージ」 

大人のみなさんへ 

 私たち子供が本当に変われるのは、“正しいこと”を言われた

ときよりも、“気持ちをわかってもらえた”と感じたときです。でも、

大人はつい、私たちには届かない「正論」を話して、私たちの行

動を変えようとしてしまうことがあります。私たちは、わかってくれ

ようとする気持ちが一番うれしいんです。（小５女子） 
 

 

■共感がもたらす親子（人間）関係の変化 

 共感を基盤とした関わりを続けていくと、子供は大人に対して

「自分を理解してくれる存在」として認識するようになります。こ

のような信頼関係があると、次のような変化が生まれます。 

①心を開きやすくなる。 

②言葉に耳を傾ける。 

③自立性が育つ。 

④感情コントロールの向上 

 

■共感を示す５つの実践 

      ①まず聴く。 

      ②感情をフィードバックする。 

      ③否定しない。 

      ④非言語コミュニケーション 

      ⑤解決を急がない。 

 

■共感から始まる子どもの成長 

 共感は、単なるテクニックではありません。子供を一人の人間

として尊重する姿勢の表れです。共感してもらえる経験は、子

供に「自分は価値ある存在だ」という自己肯定感が高まるのみ

ならず、他者にも共感できる大人に成長します。これは将来に

わたって子供の精神的健康の基盤となります。 

 これから、子供に成長してもらいたいと思うとき、大人の正論

で説得しようとするのではなく、まずはその子の気持ちに共感す

ることから初めて見ると、これまでと違った子供の反応を見るこ

とができます。たった一言、「そうだったんだね」と言うだけで、子

供の反応が大きく変わることに気付くはずです。（以下略） 

先日の某会議でご紹介いただいた記事です。保護者の皆様とも

ぜひ共有したいと思ったので、転記します。 

夏季教育相談の希望日程入力は６月２７日（金）

までとなっております。 

６月１６日に配信しましたｅメッセージ（１年生）、まなポケ

（２～６年生）では 28 日（金）となっておりましたが、正し

くは 27 日（金）です。大変申し訳ありませんでした。お詫び

して訂正いたします。 

よろしくお願いいたします。 

 

 


